ブレトン・ウッヅの国際通貨機構 by 河本 博介
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ヅ
の
國
際
通
貨
機
構
河
本
博
介
一
序
・
周
知
の
如
-
ア
ル
ヴ
ィ
ン
・
ハ
ン
セ
ン
は
'
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
故
も
有
名
な
る
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
の
1
人
で
あ
る
0
彼
は
1
九
凶
五
年
に
「
他
界
経
済
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ
の
役
割
」
(
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m
e
r
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o
l
e
i
n
t
h
e
W
o
r
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E
c
o
n
o
m
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,
1
9
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5
)
な
i
o
著
作
に
於
い
て
'
戦
後
の
新
し
い
国
際
串
情
の
下
で
,
間
際
均
術
の
上
に
如
何
に
し
て
ア
メ
リ
′
カ
の
完
全
雇
倍
を
達
成
す
る
か
の
政
実
の
問
題
を
取
扱
っ
て
ゐ
る
.
枇
弗
安
全
保
障
の
損
構
が
永
坑
的
且
効
果
的
で
あ
る
寓
に
は
'
先
づ
国
際
協
力
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
o
・
こ
の
苔
は
世
一
・
-
.
レ
も
界
の
安
定
と
娯
楽
と
が
次
の
二
.
づ
の
債
件
'
即
ち
ア
メ
リ
カ
園
内
で
完
全
位
階
が
達
威
せ
ら
る
べ
き
こ
と
'
及
び
新
し
い
世
界
秩
序
を
文
へ
ろ
と
こ
ろ
の
川
掠
.
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メ
リ
カ
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債
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¥
的
に
早
月
す
べ
き
で
ゝ
^
-
v
勺
と
3
1
1
m
に
伏
在
す
る
も
の
で
・
v
v
;
ち
と
す
る
立
場
か
ら
'
戦
後
の
世
界
経
済
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ
の
役
割
を
解
明
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
?
,
十
日
'
・
軍
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頂
楠
ア
t
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*
1
そ
の
に
イ
買
=
ッ
山
差
損
と
日
は
投
仲
里
か
川
せ
ら
れ
ね
ば
良
,
0
-
S
且
Ⅷ
酌
・
い
。
か
1
る
要
請
に
臆
ぜ
ん
と
し
て
成
立
し
た
も
の
が
ブ
レ
イ
ン
・
ウ
ッ
ヅ
機
構
で
あ
右
。
ハ
ン
セ
ン
は
こ
の
害
の
中
で
t
i
)
の
昆
的
に
拾
う
新
し
い
批
外
史
的
意
義
を
に
な
ふ
国
際
通
貨
基
金
協
定
に
つ
い
て
論
述
L
で
ゐ
る
が
'
こ
の
小
論
に
於
い
て
は
彼
の
こ
d
望
洞
を
紹
介
し
て
'
こ
の
新
し
い
横
柄
の
意
囲
す
る
と
こ
ろ
を
明
か
に
し
た
い
o
今
日
吾
園
の
国
際
通
貨
基
金
協
定
の
加
入
問
題
が
現
茸
に
と
り
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
る
時
に
あ
た
っ
て
、
か
1
る
世
界
通
貨
制
の
意
義
を
考
察
し
て
見
よ
う
.
世
界
卒
和
と
経
済
的
安
定
世
界
平
和
の
建
成
と
紋
持
と
が
如
何
に
閃
雌
た
問
題
で
あ
る
か
は
、
二
度
に
わ
た
る
不
幸
な
た
戟
の
経
験
に
上
つ
で
も
明
ら
か
で
あ
る
ο
第
一
共
夫
戦
後
の
各
凶
の
終
山
政
策
の
目
似
は
、
戦
前
へ
θ
復
蹄
で
あ
っ
た
と
一
五
へ
ょ
う
。
世
界
恐
慌
の
中
か
ら
浮
か
び
で
ん
と
し
て
と
っ
た
現
賞
の
政
策
除
ア
ト
・
ラ
ン
ド
ム
な
も
の
で
あ
っ
た
。
関
税
引
上
げ
の
競
争
、
総
入
割
引
同
及
び
魚
替
統
制
に
よ
る
制
限
、
震
替
相
場
の
競
争
的
切
下
げ
、
修
一
務
質
効
、
一
十
一
淀
川
か
が
多
川
辺
的
貿
易
と
図
際
通
貨
機
織
と
を
破
壊
し
去
っ
た
。
第
二
ー
次
中
へ
戦
後
の
世
界
に
於
け
る
・
新
し
い
事
責
は
、
ア
メ
リ
点
と
ソ
巡
の
治
切
で
あ
り
、
政
治
的
に
は
新
じ
い
型
式
、
地
理
的
事
震
に
よ
る
平
和
へ
の
基
礎
の
確
立
、
経
済
的
に
は
各
悶
完
全
毘
怖
の
法
成
が
そ
の
政
公
日
似
で
あ
ら
う
。
世
界
の
輿
論
は
ア
メ
リ
カ
と
の
附
際
的
協
力
の
資
現
を
望
ん
で
ゐ
る
O
そ
の
魚
に
は
ア
メ
リ
カ
が
雇
傭
の
高
水
準
に
於
い
て
安
定
し
た
経
済
を
も
ち
、
通
貨
及
び
財
政
に
於
い
て
間
際
協
力
に
有
款
に
参
加
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
高
度
工
業
図
の
問
で
は
、
原
料
生
産
図
乃
至
経
消
的
後
進
閣
に
お
し
て
従
来
の
如
く
、
後
進
凶
が
杭
民
地
的
性
格
た
る
の
地
枕
に
釘
づ
け
す
べ
き
で
は
な
い
。
世
界
貿
易
の
将
来
は
技
術
と
資
源
を
有
す
る
閣
の
問
に
高
度
に
多
角
化
さ
れ
た
貿
易
の
形
が
と
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
大
規
模
な
関
税
目
計
道
、
工
業
化
、
農
業
の
多
湿
化
、
生
活
水
準
の
引
午
庁
、
生
'
図
際
貿
n易
切
の
持
儲
伎
凶
的
な
不
均
街
を
遊
け
、
図
際
均
衡
を
達
成
す
る
銭
。
方
法
と
し
て
ハ
ン
セ
ン
は
、
次
の
三
う
を
か
h
げ
て
ゐ
る
。
仰
向
皮
工
業
園
、
特
に
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
完
全
廃
傭
の
賢
現
例
経
済
機
悦
仰
の
謎
革
の
急
の
後
進
園
の
開
設
と
工
業
化
mw
怯
旧
作
を
活
巳
て
、
特
に
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
通
商
関
税
政
策
の
自
由
主
義
化
従
っ
て
間
際
貿
易
殻
展
の
魚
の
具
体
的
方
策
・
が
、
と
と
か
ら
生
ま
れ
て
と
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ー
之
ら
の
目
的
を
行
現
す
る
魚
に
図
際
政
策
は
一
歩
具
体
化
の
過
程
に
入
っ
た
と
云
び
得
る
o
連
合
図
食
糧
農
業
機
関
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闘
際
貿
易
機
関
(
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H
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g
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z
g
t
吋
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プ
レ
ト
シ
・
ウ
ッ
グ
の
図
際
通
貨
鴎
構
/、
九
経
世
と
経
済
七
O 
。
円
問
。
ロ
町
丘
一
。
ロ
)
'
の
一
連
の
設
定
改
足
は
こ
の
川
慨
に
沿
う
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
図
で
完
全
雇
傭
と
経
済
安
定
と
を
促
進
す
る
矯
の
通
貨
財
政
政
策
が
進
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
従
来
の
自
助
的
金
本
山
札
制
に
代
っ
て
通
貨
に
閲
す
る
間
際
的
協
力
が
、
世
界
経
済
の
復
興
と
褒
展
の
震
の
不
可
欠
の
保
件
と
し
て
認
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ヅ
協
定
の
一
沼
化
民
機
構
ー
、
金
本
位
制
と
ブ
V
ト
ν
'
ク
ッ
グ
協
定
プ
レ
ト
ン
・
ウ
ヴ
ヅ
協
定
の
成
立
に
よ
り
‘
沢
見
は
間
以
油
相
比
例
皮
の
上
に
新
し
い
歴
史
を
も
っ
と
と
に
な
っ
た
。
と
の
通
貨
協
定
の
意
図
す
る
と
と
ろ
は
、
各
問
に
於
け
る
完
入
山
口
出
仰
と
生
出
性
の
向
上
と
を
以
て
、
高
水
準
の
世
界
貿
易
を
促
進
し
、
全
体
の
安
定
と
繁
栄
と
を
は
か
る
と
と
に
あ
る
o
と
れ
は
間
際
的
自
山
放
任
主
役
へ
の
彼
叫
に
式
h
川
、
債
格
制
度
の
自
動
的
機
能
に
依
存
せ
ん
と
す
る
と
と
に
よ
っ
て
は
法
成
川
米
ぬ
も
の
で
あ
っ
て
、
安
定
と
別
殺
と
の
段
挑
で
あ
る
凶
際
泊
貨
基
金
白
を
設
定
し
た
も
の
で
、
と
と
に
戦
後
世
界
経
済
の
新
し
い
動
向
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
周
知
の
如
く
か
つ
て
の
交
配
的
通
貨
制
皮
で
あ
っ
た
と
と
ろ
の
閥
際
金
本
位
制
は
、
金
の
作
用
す
る
特
殊
な
機
能
の
上
に
そ
の
特
質
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
各
岡
山
μ
一
迎
貨
が
金
の
一
定
八
ー
に
よ
っ
て
悦
似
尖
一
以
が
行
は
れ
、
従
っ
て
貿
易
及
び
間
際
問
の
資
金
移
動
に
よ
る
封
外
決
'
m白
川
の
子
段
と
し
て
、
令
一
の
現
役
一
乃
至
勾
持
の
以
終
段
作
が
行
は
れ
た
も
の
で
ハ
と
の
制
度
に
明
日
什
さ
れ
た
も
の
は
促
協
の
自
動
調
節
作
川
で
あ
り
?
そ
の
四
命
的
地
殺
を
な
す
も
の
は
所
前
泊
貸
主
売
の
凡
怨
で
あ
っ
た
。
そ
と
で
は
桜
前
後
助
は
狭
い
筒
凶
内
に
限
定
さ
れ
検
出
の
琳
加
が
会
の
閣
内
流
入
を
惹
起
し
、
従
っ
て
凶
内
の
物
的
的
立
、
史
に
輪
、
出
の
減
少
と
な
る
関
係
に
於
い
て
行
は
れ
、
白
内
的
に
は
物
佼
水
準
と
股
間
金
と
の
安
定
が
、
封
外
的
に
は
間
際
牧
支
の
均
仰
が
自
動
的
に
こ
の
制
度
の
下
K
於
い
て
賢
明
叫
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
へ
た
の
で
あ
っ
た
。
金
本
位
制
の
も
つ
か
L
る
自
動
詞
節
作
用
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
く
た
め
に
は
、
前
提
依
件
が
満
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
っ
τ存
布
し
た
金
本
位
制
は
純
粋
金
本
位
制
で
な
か
っ
た
勾
に
、
純
粋
な
形
に
於
け
る
か
L
る
調
節
作
用
の
資
現
を
期
待
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
と
・
考
へ
ら
れ
る
。
し
か
も
又
各
国
を
活
じ
τ、
純
粋
金
本
位
制
の
寅
現
し
難
い
こ
と
も
岱
然
で
あ
っ
た
。
凶
際
貿
易
市
川
切
に
於
い
て
は
、
一
図
通
貨
の
封
外
位
、
値
が
一
定
不
縫
で
あ
る
主
り
は
、
総
出
増
加
の
免
に
は
他
図
活
貨
に
比
し
て
白
図
通
貨
の
債
依
の
低
い
方
が
有
利
で
あ
り
、
叫
川
中
工
業
後
巡
図
が
工
業
先
進
図
に
刻
し
て
総
出
市
場
で
封
抗
す
る
矯
に
は
笠
ま
し
い
と
す
る
考
へ
が
、
各
閣
を
限
っ
て
魚
柊
相
場
の
引
下
げ
を
誘
ふ
も
の
と
な
っ
た
。
か
く
て
凶
際
金
本
位
制
は
根
底
に
於
い
て
そ
れ
を
支
持
す
る
理
論
が
弱
体
化
し
、
遂
に
崩
壊
に
ま
で
立
去
る
こ
と
と
な
っ
た
。
金
が
世
界
貨
幣
と
し
て
の
機
能
を
も
ち
、
金
を
基
礎
と
す
る
活
貨
制
度
が
資
本
主
義
の
没
肢
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
、
れ
し
た
役
制
は
充
分
之
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
同
時
に
そ
の
内
包
す
る
快
陥
に
も
着
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
間
以
泊
貨
制
の
混
乱
が
悶
際
経
消
の
不
安
定
を
も
た
ら
す
と
と
は
常
然
で
、
戦
後
図
際
経
済
の
安
定
と
復
興
の
魚
に
か
つ
て
の
金
本
枕
制
に
か
わ
っ
て
将
し
い
同
際
泊
貨
制
が
要
請
さ
れ
、
か
t
A
る
川
仰
い
却
に
答
ふ
る
も
の
と
し
て
プ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ヅ
機
待
の
成
立
を
H
ん
た
の
で
あ
る
。
2
、
ブ
レ
ト
Y
@
タ
w
ノ
グ
協
定
成
立
の
い
き
さ
つ
プ
レ
ト
ン
@
ウ
ヴ
ヅ
協
定
の
成
ー
に
よ
っ
て
世
界
は
あ
ら
た
に
図
際
協
力
に
決
く
通
行
制
度
を
も
つ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
が
‘
と
と
で
協
定
成
立
ま
で
の
い
き
さ
つ
を
間
単
に
回
顧
し
て
見
ょ
う
。
今
弐
ι
へ
股
の
汲
生
が
間
際
協
力
の
快
如
に
そ
の
心
へ
き
た
原
凶
を
見
得
ら
れ
る
と
と
か
ら
、
限
後
の
経
抗
的
混
乱
を
避
け
ん
が
免
に
世
界
的
立
場
か
ら
統
一
的
に
問
題
を
山
同
盟
す
る
と
と
の
必
要
が
感
ぜ
ら
れ
た
。
か
く
し
て
と
と
で
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
基
盤
に
、
各
図
民
の
完
全
毘
怖
と
高
生
活
水
準
と
を
法
成
維
持
L
、
世
界
経
済
の
繁
栄
を
目
標
と
し
て
外
図
貿
易
の
郎
以
と
釘
外
投
資
の
活
液
化
と
を
は
か
ら
ん
と
す
る
の
が
問
題
の
中
心
で
あ
っ
た
。
と
れ
よ
り
さ
き
英
米
に
於
い
て
は
、
夫
々
図
際
通
貨
に
閲
す
る
笑
が
命
治
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
最
初
の
給
買
は
、
一
九
四
三
年
三
月
十
五
日
に
於
け
る
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
る
図
際
清
算
同
胞
の
公
(
〉
胃
O
唱。
g
日
出
。
同
骨
Z
F
H
o
g
n
t。
ロ
止
め
-g江
口
問
d
E
gと
と
も
云
う
べ
き
も
の
L
犯
栄
で
あ
り
、
続
い
て
同
年
四
月
五
目
下
メ
リ
カ
側
に
於
け
る
ホ
ワ
イ
ト
立
案
に
か
i
る
国
際
得
替
安
定
資
金
策
(
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n
z
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ロ
ω
m
g呂
町
丘
町
O
H
同
町
gと
な
る
も
の
t
A
後
去
で
あ
っ
た
。
と
れ
ら
に
上
っ
て
戦
後
通
貨
に
関
す
る
椛
恕
が
共
休
化
し
、
英
米
系
の
対
立
的
欣
勢
は
之
を
め
ぐ
っ
て
郎
、
る
論
訟
を
前
段
な
ら
し
め
、
カ
ナ
ダ
側
に
よ
勺
て
雨
案
の
折
哀
案
な
る
も
の
が
淀
川
さ
れ
た
り
す
る
に
至
っ
た
0
'
a
!
限
後
図
際
泊
伎
の
問
問
に
泊
す
る
重
要
性
は
益
々
凱
く
認
識
さ
れ
、
前
回
は
専
門
家
を
一
一
エ
l
・ヨ
l
ク
に
招
い
て
図
際
泊
貨
制
度
集
を
プ
レ
ド
シ
・
ウ
ッ
グ
の
図
際
活
貨
臨
時
，七
経
管
と
盤
湾
七
作
成
し
主
う
と
試
み
た
。
そ
の
結
果
図
際
通
貨
処
一
会
突
な
る
も
の
L
立
案
を
見
、
一
九
四
四
年
四
月
二
三
目
前
図
の
共
同
啓
明
に
主
り
褒
表
さ
れ
た
。
と
れ
ば
各
図
に
友
き
い
反
別
げ
を
呼
ん
だ
が
川
栄
は
概
し
て
高
く
評
債
さ
れ
た
。
そ
と
で
ル
}
ズ
グ
z
ル
ト
は
一
九
四
四
年
七
月
一
日
間
四
ケ
悶
の
迎
合
閣
の
代
表
を
夫
々
招
い
て
、
ニ
ュ
l
・
ハ
ン
プ
シ
ャ
I
の
プ
レ
ト
ン
'
ウ
ッ
ヅ
に
於
い
て
図
際
通
賃
金
融
合
議
を
開
催
し
た
。
と
の
開
際
合
誌
は
七
月
二
四
日
成
功
加
に
閑
却
し
た
。
と
の
合
議
に
於
い
て
ケ
イ
ン
ズ
及
び
ホ
ワ
イ
ト
が
、
・
出
八
々
悶
際
復
興
開
設
銀
行
委
員
合
及
び
図
際
通
貨
基
金
委
員
舎
の
委
員
長
と
し
て
、
原
笑
・
は
二
つ
の
部
門
に
介
れ
て
浴
泌
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
議
.
長
は
モ
l
F
ン
ソ
l
財
務
長
官
で
、
副
議
長
は
ソ
連
代
表
ス
テ
パ
ノ
フ
で
あ
っ
た
o
悶
際
泊
釘
必
全
従
に
つ
い
て
は
イ
ン
ド
双
び
メ
キ
シ
コ
委
員
一
に
よ
る
非
難
及
び
新
提
案
が
な
さ
れ
た
が
、
論
議
の
中
心
は
基
金
の
割
蛍
の
問
題
で
あ
っ
た
。
ソ
辺
は
内
問
の
制
作
川
制
十
億
弗
の
哨
制
要
求
を
渓
一
一
一
口
し
、
中
図
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
及
び
ヱ
ヂ
プ
ト
之
に
な
ら
ひ
、
鈴
川
ア
メ
リ
カ
の
持
八
刀
を
も
貯
し
て
原
案
八
O
億
弗
の
基
金
総
額
は
汎
八
億
弗
に
修
正
さ
乱
て
結
着
し
た
o
又
図
際
復
関
川
市
以
銀
行
必
に
つ
い
て
ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
会
nuは
戦
争
被
災
害
地
域
の
復
興
に
佼
先
様
を
奥
べ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
、
メ
キ
シ
コ
委
日
は
ん
伐
川
(
と
間
後
と
の
附
目
的
に
基
金
を
二
等
分
す
べ
き
で
あ
る
と
挺
一
一
目
し
た
。
一
般
に
小
図
側
は
資
金
の
多
額
な
る
べ
き
と
と
を
要
求
し
、
と
と
で
も
原
袋
五
O
億
弗
は
一
O
O億
弗
に
修
正
さ
れ
た
0
.
合
議
は
始
め
小
図
側
の
反
封
が
没
却
さ
れ
た
が
、
全
体
と
し
て
英
図
の
一
譲
ψ
と
ソ
述
の
協
力
に
よ
っ
て
成
立
を
見
る
に
至
り
、
が
く
て
政
治
的
図
際
連
合
の
経
済
的
裏
付
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
¥
一
九
四
五
年
十
二
月
コ
二
日
ま
で
に
各
国
の
批
准
が
川
資
総
額
の
万
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
れ
ば
、
協
定
は
放
力
を
後
生
す
る
も
の
と
し
た
。
一
九
四
五
年
十
二
月
二
七
日
調
印
式
が
行
は
れ
、
協
定
は
現
賢
に
そ
の
放
力
を
後
生
子
る
と
と
に
な
っ
た
。
ソ
連
は
参
加
を
留
保
し
、
製
干
の
小
図
も
同
日
ま
で
に
批
准
の
通
告
を
絡
ら
な
か
っ
た
。
一
九
四
六
年
三
月
八
日
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
サ
ヴ
ァ
ン
ナ
市
に
於
い
て
、
四
三
ケ
図
参
加
の
も
と
に
人
町
議
が
開
催
さ
れ
た
。
と
の
合
議
の
目
的
は
基
金
及
び
銀
行
の
設
立
準
備
で
あ
ゆ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
本
部
を
定
め
、
同
時
に
府
健
闘
の
役
員
1
決
定
さ
れ
た
。
偽
と
の
合
議
の
決
定
に
基
い
て
五
月
六
日
及
び
七
日
、
夫
々
決
金
及
び
銀
行
の
業
務
を
開
始
す
る
と
と
に
な
・
っ
た
。
3
、
図
際
通
貨
基
金
の
構
想
阪
に
述
ぺ
た
如
く
、
被
後
の
間
際
経
消
の
安
定
と
復
興
の
魚
に
図
際
通
貨
機
構
が
成
立
し
な
け
れ
ば
な
ち
ぬ
。
と
の
要
請
に
臆
ぜ
ん
と
す
る
も
の
が
図
際
通
貨
法
会
で
あ
る
。
そ
の
日
間
と
す
る
と
と
ろ
を
見
る
と
左
の
如
く
で
あ
る
。
(
イ
〉
悶
際
通
質
問
題
を
協
泌
す
る
恒
久
的
機
関
を
設
け
通
貨
問
題
に
つ
い
て
悶
際
協
力
を
促
進
す
る
。
(
ロ
〉
悶
際
貿
易
の
均
術
あ
ろ
後
日
以
を
は
か
り
、
経
済
政
策
の
主
要
日
仰
山
で
あ
る
応
傭
一
及
び
賢
質
所
得
の
高
水
準
の
維
持
を
達
成
す
る
。
(
ハ
υ
怨
符
の
安
定
を
は
か
り
の
料
相
場
の
切
下
げ
競
争
を
防
止
す
る
。
4
T
一
〉
加
問
問
を
し
て
ぷ
一
令
一
の
完
全
を
利
用
せ
し
め
図
内
的
、
図
際
的
従
来
を
阻
害
す
る
如
き
政
策
を
防
止
し
、
基
本
的
不
均
衡
是
正
の
必
要
あ
る
り
ん
u
に
於
い
て
は
怨
様
相
場
の
秩
序
的
調
整
の
得
。
機
関
と
す
る
。
以
上
に
よ
っ
て
法
令
の
民
現
せ
ん
と
す
る
こ
つ
の
白
僚
が
，
明
ら
か
で
あ
る
。
即
ち
悶
際
的
に
は
翁
替
の
安
定
、
園
内
的
に
は
完
全
雇
備
の
達
成
之
で
あ
る
。
第
一
次
中
へ
限
後
の
各
降
は
図
際
収
支
が
逆
調
の
場
合
、
一
五
は
ど
、
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
の
過
程
を
通
じ
て
所
得
、
a
雇
傭
日
亙
の
切
下
げ
従
っ
て
除
入
の
松
減
に
よ
っ
て
そ
の
快
復
を
は
か
ら
ん
と
し
た
。
し
か
し
乍
ら
か
L
る
方
法
は
、
世
界
の
繁
栄
と
図
際
貿
易
の
均
衡
的
褒
民
に
泊
し
て
何
ら
寄
興
す
る
と
と
ろ
が
な
い
。
基
金
は
各
国
が
生
産
、
陸
作
川
及
び
悶
際
貿
易
の
高
水
準
の
も
と
に
均
衡
を
得
ら
れ
る
如
く
支
援
す
る
と
と
を
そ
の
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
基
金
の
資
金
を
利
用
す
る
と
と
に
よ
り
そ
の
調
整
の
機
合
を
奥
へ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
o
協
定
は
魚
川
位
相
場
を
同
定
す
る
危
険
を
胃
さ
令
し
て
、
之
を
安
定
せ
し
め
よ
う
と
す
る
。
従
来
の
金
本
位
制
の
も
つ
扶
陥
は
と
の
制
度
に
於
い
て
、
悶
内
の
所
得
、
物
促
及
び
賃
銀
の
全
機
構
が
同
定
し
た
得
税
相
場
に
趨
臨
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
黙
に
あ
っ
た
と
一
一
一
口
へ
ょ
う
。
例
へ
ぽ
第
一
央
大
戦
後
の
英
図
に
そ
の
例
を
見
る
。
周
知
の
如
く
英
国
で
は
、
再
び
金
本
位
制
に
復
蹄
ず
べ
き
や
或
ひ
は
叉
魚
替
相
場
を
問
内
の
所
件
、
物
川
川
及
び
賃
銀
の
水
準
に
調
和
さ
す
べ
き
か
に
つ
い
て
激
し
い
論
争
が
行
は
れ
た
0
問
中
国
介
、
売
業
界
が
怨
替
相
場
を
問
問
内
経
済
欣
態
に
越
路
さ
せ
る
と
と
を
主
張
し
た
に
封
立
し
て
、
金
融
界
は
逆
に
園
内
経
済
の
機
構
を
潟
柊
水
準
に
泊
応
さ
せ
ん
と
提
議
し
、
結
局
と
の
な
見
が
泊
っ
て
一
件
、
沙
金
本
位
制
の
復
活
を
見
た
の
で
あ
る
。
と
と
ろ
が
そ
の
結
果
、
所
得
、
物
促
の
水
準
は
加
速
度
的
に
低
落
し
、
債
務
負
拾
は
増
中
へ
し
、
失
業
は
斐
延
し
、
長
く
沈
滞
の
中
に
あ
へ
が
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
か
く
て
一
件
ぴ
金
本
位
を
離
脱
す
る
に
至
っ
た
こ
と
吾
々
の
よ
く
知
る
と
と
ろ
で
あ
る
o
英
図
民
は
之
に
よ
っ
て
教
訓
を
得
て
今
や
反
封
の
政
策
を
支
持
せ
ん
と
す
る
に
至
っ
た
@
協
定
も
タ
レ
ト
y
e
b
y
ッ
グ
の
図
際
活
貨
鶴
橋
ム七
経
替
と
経
』
械
的
七
回
又
、
偽
替
相
場
を
し
て
圏
内
物
阿
川
、
賃
銀
及
び
所
得
の
水
準
に
也
熔
さ
せ
ル
と
す
る
方
向
を
と
っ
て
ゐ
る
。
魚
替
相
場
の
合
理
的
安
定
を
も
た
ら
す
よ
う
な
潟
替
調
整
を
如
何
に
し
て
行
ふ
か
は
今
日
の
問
題
で
あ
る
。
基
金
は
之
に
封
す
る
一
つ
の
解
答
を
試
み
て
ゐ
る
。
吾
々
は
後
段
で
こ
の
問
題
を
考
察
し
よ
う
。
図
際
通
貨
基
金
の
組
織
及
び
機
能
プ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ヅ
協
定
は
、
そ
の
係
ケ
へ
の
幻
ニ
伎
に
於
い
て
加
盟
図
の
資
格
を
規
定
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
営
一
初
加
盟
国
は
、
連
合
同
の
通
貨
金
融
合
議
に
代
夫
を
派
遣
し
た
問
に
限
ら
れ
て
ゐ
る
。
雨
後
の
加
入
に
つ
い
て
は
基
金
の
許
可
に
よ
り
許
さ
れ
る
。
・
弐
に
第
三
保
』
に
於
い
て
娘
一
念
郎
川
悦
作
川
川
M
A
ぴ
川
込
に
つ
い
て
川
内
心
す
る
。
娘
一
金
は
中
央
決
済
成
閥
的
性
絡
を
も
つ
も
の
で
、
各
加
盟
図
は
相
互
に
直
接
貸
借
問
係
に
立
た
宇
一
肱
北
川
公
に
川
し
て
そ
の
山
係
に
ー
っ
と
と
に
な
る
。
加
盟
閣
は
所
定
の
限
度
ま
で
自
動
的
に
基
金
に
封
し
て
、
借
越
と
し
τ決
前
が
白
川
さ
れ
る
力
従
が
と
ら
れ
て
ゐ
る
。
各
同
は
一
定
の
割
営
額
の
出
資
義
務
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
。
と
の
割
蛍
額
は
ク
オ
1
グ
ス
(
告
O
B
ω
)
と
呼
ば
れ
各
加
問
問
に
つ
い
て
そ
の
訓
岱
が
決
定
さ
れ
て
ゐ
る
o
詮
コ
と
の
川
沿
仰
の
中
へ
小
は
加
山
凶
に
対
し
て
北
川
一
会
の
資
金
に
討
す
る
利
用
限
度
を
決
定
す
る
こ
と
に
関
係
す
る
も
の
で
、
各
加
盟
閣
に
封
し
初
日
の
利
持
関
係
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
と
の
場
合
叫
ん
点
と
の
取
引
は
各
加
盟
図
の
大
政
省
、
中
央
銀
行
、
安
定
資
金
そ
の
他
之
に
準
宇
る
財
務
段
闘
を
泌
じ
て
の
み
行
は
れ
得
る
も
の
で
(
第
五
依
一
一
切
三
各
加
盟
国
の
基
金
に
討
す
る
仇
川
崎
限
度
は
割
台
額
の
二
倍
で
あ
り
、
旦
一
年
川
の
仙
訟
は
割
岱
額
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
と
と
を
ね
な
い
(
第
五
保
三
項
〉
。
と
の
割
合
額
の
決
定
に
つ
い
て
は
相
官
に
議
命
さ
札
た
が
、
従
初
ケ
イ
ン
ズ
;
案
に
於
い
て
は
第
二
，
次
大
山
似
品
川
三
ヶ
年
の
寅
際
貿
易
額
を
政
一
泊
?
と
し
た
に
封
し
、
ホ
ワ
イ
ト
案
に
一
於
い
て
は
件
同
の
全
保
行
H
一
ー
に
よ
ら
ん
と
し
た
。
結
局
活
貨
去
命
的
況
に
川
氏
い
、
て
は
泌
貨
準
備
.
外
間
貿
易
州
側
、
同
氏
所
得
の
水
準
等
が
基
準
と
な
っ
て
綜
合
的
に
決
定
さ
れ
た
c
/
抑
込
に
つ
い
て
は
各
加
問
凶
は
、
割
台
額
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
金
お
く
は
、
加
盟
関
の
政
府
又
は
中
央
銀
行
の
保
右
す
る
金
及
米
弗
の
一
O
パ
ー
セ
ン
ト
を
抑
込
み
、
そ
の
残
額
は
営
該
凶
の
通
貨
を
以
〈
抑
込
む
こ
と
を
規
定
し
て
ゐ
る
(
第
三
保
三
項
v
。
且
と
の
通
貨
の
梯
込
は
浪
人
布
が
承
認
す
る
魚
替
相
場
に
よ
る
と
と
と
す
る
。
4 
更
に
第
十
二
保
に
於
い
て
決
金
は
芥
川
内
々
日
合
(
図
。
2ι
。
向
。
。
S
2
2
ω
〉
、
常
務
理
事
(vpg札
口
開
口
一
5
2
0
円
)
、
及
び
山
口
の
問
山
及
び
管
理
に
つ
い
て
規
定
を
設
け
て
ゐ
る
。
註
3
基
金
の
機
能
に
つ
い
て
は
件
加
山
内
に
羽
じ
‘
そ
の
悶
際
牧
支
上
の
一
時
的
囚
知
を
克
復
す
る
局
に
妓
期
信
用
を
興
へ
る
と
と
で
』
う
る
。
基
金
の
信
用
供
m(は
各
同
の
伎
川
ず
る
外
相
川
の
全
部
に
わ
た
る
も
の
で
は
な
い
。
民
会
外
に
於
い
て
も
各
図
。
所
有
す
る
金
及
び
外
貨
が
不
、
足
ず
る
時
に
於
い
て
は
民
一
会
の
日
助
主
日
比
ね
る
。
沼
市
の
私
的
外
図
免
替
市
場
は
決
公
外
で
岱
ま
れ
る
。
基
金
は
各
加
盟
国
の
金
出
資
に
上
る
部
分
と
泊
代
に
よ
る
市
分
と
を
交
け
て
ゐ
る
が
、
基
金
か
ら
借
入
れ
を
交
け
る
同
は
.
史
に
迫
加
し
て
同
額
の
白
図
通
貨
を
梯
込
む
と
と
に
な
り
‘
そ
れ
が
弘
山
し
て
、
浪
人
収
が
川
仙
波
川
の
活
貨
保
有
高
が
蛍
初
の
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
始
ま
っ
て
、
五
年
内
に
割
営
額
の
二
O
O。ハ
1
セ
ン
ト
の
所
定
の
限
皮
に
山
川
比
し
て
も
れ
川
入
額
mm計
は
割
訟
額
の
一
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
と
れ
は
又
基
金
と
の
取
引
に
於
い
て
、
基
金
資
金
を
故
心
へ
限
に
ま
で
利
川
し
て
も
そ
の
使
径
が
制
限
を
う
け
る
こ
と
を
示
し
℃
ゐ
る
。
次
に
基
金
は
各
闘
の
肉
際
収
支
の
長
期
的
均
衡
を
改
善
す
る
震
の
調
牧
般
的
と
な
っ
て
ゐ
る
。
山
内
後
の
為
替
相
場
の
合
理
的
水
準
を
決
定
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
問
沼
で
あ
る
が
、
試
行
と
経
験
が
こ
の
場
介
主
要
な
こ
と
と
な
る
。
従
っ
て
之
を
各
閣
の
自
由
に
委
す
と
と
は
混
乱
の
原
凶
と
も
な
り
得
ょ
う
σ
基
金
は
治
初
の
千
仮
決
定
に
慎
重
で
あ
り
、
児
に
泊
波
別
に
於
け
る
調
整
の
機
構
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て
の
金
本
位
制
の
機
能
を
以
て
之
を
期
作
す
る
と
と
は
出
来
ぬ
。
今
日
金
本
山
札
制
の
伐
に
問
内
経
済
の
均
衡
と
完
全
雇
傭
と
を
犠
牲
に
す
る
と
と
は
山
米
た
い
。
(
開
u
n
o
n
C
H
守。
詑
1
、
向
山
文
は
大
内
兵
衛
氏
世
界
新
通
貨
制
度
の
研
究
附
録
プ
レ
ト
ν
・
ウ
ッ
グ
協
定
正
文
に
よ
る
。
設
2
法
金
制
岱
刻
。
単
位
百
万
邦
)
ア
メ
リ
カ
A
H
ゆ
弔
問
一
一
、
七
五
O
中
指
民
図
五
五
O
カ
ナ
ゲ
三
0
0
オ
1
ス
ト
ラ
リ
ヤ
二
0
0
チ
ヱ
ツ
コ
ス
ロ
グ
ァ
キ
ヤ
一
一
一
五
ァイ
ギ
リ
-フ
ill!ジシシ
邦ノレダス
南プオ
フ阿ラ
プ
レ
ト
シ
・
ワ
吋
・
グ
の
閑
際
泊
釘
鍛
腕
ス
一
、
三
0
0
四
五
O
二
七
五
一
五
O
一0
0
×
ソ
連
印
度
ベ
ル
ギ
ー
×
ポ
1
ラ
V
J
ド
メ
キ
・
ジ
コ
utongHω
〉‘
専
務
盟
事
っこ
0
0
四
0
0
二
二
五
鳴
一
一
一
五
九
O
七
ヨl
. 
六
O
五
O
五
O
五
O
問
五
四
O
ご
一
五
一
五
一
O
八
六
五
×
ハ
イ
チ
五
'
ヱ
ル
サ
ル
グ
ァ
ド
ル
ご
・
五
パ
ラ
グ
ア
イ
二
二
カ
ラ
グ
ァ
ご
パ
ナ
マ
0
・
五
×
リ
ベ
リ
ャ
・
0
・
五
O
オ
1
ス
ト
リ
ヤ
五
O
O
デ
シ
マ
1
ク
六
八
O
イ
タ
リ
ー
一
八
O
O
レ
パ
ノ
.
Y
四
・
五
O
タ
イ
二
一
・
五
O
ト
.
ル
コ
四
三
一
九
五
O
年
二
月
末
現
在
に
於
い
て
×
印
は
営
初
加
限
悶
の
脱
退
戒
ひ
一
は
宋
批
准
因
た
一
部
し
、
O
印
は
新
規
加
盟
図
で
あ
る
。
ハ
H
E
2
5片山
O
話回
目ロ
g
n
g
m
z
a
E
g
w
出
身
n
v
s
g・〉
'
詑
3
こ
の
信
用
供
典
は
基
金
資
金
の
利
用
に
於
い
て
附
守
的
交
換
で
あ
る
。
即
ち
加
盟
図
は
自
図
通
貨
と
引
換
に
基
金
か
.
ら
他
図
通
貨
お
平
債
に
よ
っ
て
民
入
れ
る
こ
と
た
得
る
の
で
あ
る
。
ハ
鬼
頭
仁
三
郎
氏
図
際
経
済
と
沼
貨
の
埋
論
一
七
八
、
一
七
九
頁
〉
飽
替
と
経
済
ヱチユ
. 
2 
ノ
1
ル
ウ
ヱ
1
コ
F
Y
ピ
ア
リ
ヂ
プ
イ
ラ
ν
フ
イ
リ
ッ
ピ
ν
ギ
リ
シ
ャ
ウ
ル
グ
ア
イ
ル
グ
セ
νプ
ル
グ
エ
チ
オ
ピ
ア
げ
p
=
、
-
一
品
川
内
トグ
コイ
ス
夕、ラ
リ
カ
七
/、
×
ユ
ユ
1
ジ
1
ラ
シ
ド
キ
ュ
ー
バ
e
ベ
ル
グ
ヱ
ネ
ズ
エ
ラ
ポ
リ
グ
ィ
ア
エ
グ
ア
ド
ル
グ
ア
テ
マ
ラ
ホ
シ
ヂ
ュ
ラ
ス
ア
イ
ス
ラ
シ
ド
O
フ
イ
ν
一
フ
シ
ド
O
シ
ヤ
リ
五
O
五
O
-r且一五一O五五一一
・
五
入六
・
五
5
、
加
盟
図
通
貨
の
卒
債
及
び
銭
替
調
整
北
借
金
の
業
務
活
動
の
中
揺
は
、
上
越
の
目
的
に
応
じ
て
、
加
盟
国
に
討
し
基
金
の
資
金
を
利
川
せ
し
め
る
と
と
に
あ
る
。
と
の
場
合
金
又
は
加
問
問
一
泊
貨
を
封
債
と
し
て
他
の
加
盟
園
通
貨
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
か
ら
‘
先
づ
加
盟
図
の
干
伎
が
決
定
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
れ
に
つ
い
て
は
金
又
は
一
九
四
四
年
七
月
一
日
現
在
の
霊
堂
並
び
に
純
分
に
よ
る
米
弗
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
る
べ
き
と
と
が
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
。
営
初
ケ
イ
ン
ズ
突
で
は
パ
ン
コ
1
ル
(
r
g
n
o
C、
ホ
ワ
イ
ト
梁
に
於
い
て
は
ユ
ニ
グ
ス
(gEω
〉
な
る
新
通
貨
単
位
が
構
想
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
通
貨
基
金
采
に
於
い
て
は
加
川
凶
泊
貨
は
弗
に
封
し
τ夫
現
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。
従
っ
て
一
オ
ン
ス
三
五
弗
の
割
合
で
金
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
り
、
加
山
凶
泊
代
も
之
に
よ
っ
て
等
し
く
金
に
結
び
つ
く
も
の
で
あ
る
。
震
替
水
準
の
A
口
埋
的
安
定
を
は
か
る
と
と
は
基
金
に
探
せ
ら
、
れ
た
沢
一
史
な
川
凶
で
あ
る
。
北
信
金
は
待
替
調
拡
に
つ
い
て
次
の
如
〈
況
定
士
る
。
加
盟
図
は
基
金
に
巾
抗
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
初
千
促
の
一
O
パ
ー
セ
ン
ト
ヨ
で
は
之
を
内
純
一
史
し
得
る
。
但
し
加
盟
国
は
、
平
債
愛
更
が
根
本
的
不
均
衡
の
是
正
の
伐
必
必
な
る
勾
合
以
外
は
巾
読
す
る
こ
と
を
得
な
い
A
北
川
一
八
止
は
こ
の
不
均
衡
の
是
正
の
不
可
快
な
る
場
合
、
加
盟
国
の
平
仮
援
誕
の
要
求
を
決
泌
す
る
。
怖
が
、
一
一
目
す
れ
ば
、
基
金
は
お
該
闘
が
図
内
物
川
川
、
村
此
処
及
び
所
得
の
欣
態
を
現
存
魚
替
相
場
の
水
準
に
溜
舷
さ
せ
る
と
と
を
一
安
水
せ
宇
、
逆
に
伐
科
相
場
を
図
内
物
償
、
賃
銀
及
び
所
外
の
水
準
に
あ
ら
た
に
遁
庭
せ
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
基
金
が
根
本
的
不
均
仰
の
込
一
止
に
必
要
な
千
促
の
愛
認
を
担
否
す
る
場
合
に
於
い
で
は
、
加
盟
国
は
協
定
か
ら
股
返
し
得
る
。
即
ち
加
盟
国
の
意
思
に
反
し
て
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
を
強
制
す
る
を
得
た
い
。
.
怨
替
千
伎
の
縫
廷
が
一
O
パ
ー
セ
ン
ト
を
こ
え
τ、
更
に
営
初
干
債
の
一
O
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
の
縫
更
の
申
請
に
封
し
て
は
、
基
金
は
加
盟
闘
の
要
求
に
よ
っ
て
七
二
時
同
以
内
に
同
意
若
く
は
反
討
の
態
度
を
表
示
し
‘
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
営
初
干
債
の
愛
史
が
そ
の
一
割
以
内
で
あ
る
時
に
は
、
加
盟
図
の
自
由
意
思
に
上
っ
て
行
ひ
得
る
が
?
一
旦
之
を
行
っ
た
後
民
於
い
て
は
漸
次
困
難
と
な
り
、
資
際
L
山
は
不
可
能
と
な
る
と
と
が
と
れ
に
よ
り
推
察
さ
れ
る
。
こ
と
に
矯
替
相
場
に
於
け
る
図
際
協
調
の
要
求
さ
れ
る
根
本
思
組
を
窺
ひ
得
る
。
更
に
基
金
は
乎
.
侃
の
一
休
日
比
災
を
行
ひ
得
る
の
で
、
一
閣
の
千
仮
切
下
げ
は
全
加
盟
図
の
子
炉
、
の
一
体
切
下
げ
に
よ
っ
て
そ
の
数
力
を
犬
ふ
に
至
る
わ
け
で
あ
る
。
向
山
一
金
の
反
討
に
も
不
拘
、
加
盟
図
が
千
伎
の
謎
一
史
を
行
っ
た
場
合
そ
の
図
は
基
金
の
資
金
利
用
の
資
格
を
喪
失
す
る
と
と
に
な
る
o
-
過
去
に
於
い
て
悶
際
活
貨
と
し
τ世
界
経
済
を
支
配
し
て
き
た
も
の
は
、
云
う
ま
で
も
た
く
金
で
あ
っ
た
。
図
際
通
貨
基
金
制
度
に
於
い
て
は
金
が
主
要
な
役
割
を
演
じ
て
ゐ
る
。
そ
れ
故
に
プ
レ
ト
ン
'
ウ
ッ
グ
機
織
は
金
本
位
制
へ
の
復
活
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
と
の
制
度
に
於
い
て
も
各
図
。
一
迎
貨
は
金
に
よ
り
表
示
さ
れ
、
金
を
中
軸
と
す
る
安
定
機
構
で
あ
る
と
と
は
か
L
る
解
鰐
を
許
す
一
一
回
を
も
ι一日
4
・
9
つ
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
中
山
博
士
も
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
.
か
つ
て
の
金
本
位
制
が
金
を
経
験
的
に
世
界
通
貨
た
ら
し
め
た
と
と
七
七
プ
レ
ト
V
J
・
ウ
ッ
グ
の
図
際
活
貨
鶴
橋
b
八
と
、
プ
レ
ト
ン
・
ウ
ヴ
ヅ
機
構
が
意
識
的
に
冊
目
仲
通
貨
を
傍
却
し
た
と
と
の
問
に
は
重
要
な
一
一
線
が
あ
る
。
金
本
位
制
が
そ
の
機
能
を
果
し
得
た
の
は
そ
の
自
動
的
調
節
作
用
の
給
県
で
あ
っ
た
が
、
と
の
作
用
の
失
は
れ
た
と
と
ろ
・
に
管
理
通
貨
制
の
溌
生
を
見
る
の
で
あ
っ
て
、
プ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ヅ
機
椛
が
同
じ
く
金
へ
の
依
存
に
よ
っ
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
な
が
ち
之
を
皐
な
る
金
本
位
制
の
復
活
と
に
わ
か
に
断
定
出
来
な
い
理
由
が
あ
る
。
第
替
調
整
の
問
題
に
於
い
て
、
決
金
は
悶
際
的
協
力
に
よ
っ
て
平
債
を
調
整
し
、
各
閣
が
破
壊
的
危
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
依
ら
宇
し
て
不
均
衡
の
是
正
を
行
は
ん
と
す
る
o
'
問
際
泊
代
政
一
金
制
皮
を
金
本
位
制
か
ら
区
別
す
る
賠
は
、
と
の
調
整
作
用
が
融
活
性
を
も
っ
と
と
で
、
と
れ
に
よ
っ
て
総
会
は
股
々
「
休
を
ぬ
ら
さ
や
に
如
何
に
し
て
泳
ぎ
得
る
か
。
」
と
云
ふ
レ
ッ
テ
ル
で
批
評
さ
れ
る
が
、
五
確
な
レ
.
fア
ル
は
「
…
紛
れ
や
に
は
如
何
に
す
れ
ば
よ
い
か
。
」
と
一
五
う
と
と
で
あ
る
っ
か
つ
て
の
金
本
位
制
の
下
で
は
?
水
泳
者
の
相
営
数
が
周
期
的
に
溺
れ
、
一
九
二
九
年
以
米
の
恐
慌
に
於
い
て
は
全
休
が
mM仰
の
危
険
に
私
自
そ
は
れ
た
が
、
基
金
の
融
活
性
は
か
L
る
破
局
の
救
済
手
段
と
し
て
役
立
つ
で
あ
ら
う
。
詰
4
金
mw脳
流
山
究
邸
「
金
問
経
済
」
中
山
伊
知
郎
氏
プ
レ
ト
シ
・
ウ
ッ
ダ
案
の
意
義
ハ
一
五
、
一
六
頁
〉
鐙
皆
.
と
経
路
6
、
関
際
復
典
開
設
銀
行
悶
際
復
興
開
溌
銀
行
は
前
述
の
図
際
通
貨
基
金
と
相
侠
っ
て
プ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ヅ
体
制
を
構
成
す
る
。
を
凡
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
ハ
第
一
一
保
)
。
・
(
イ
)
生
向
日
的
の
震
の
資
本
投
下
を
促
進
し
加
問
問
伊
、
域
の
復
只
並
び
に
間
後
を
援
幼
ず
る
。
そ
れ
は
批
判
争
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
経
済
の
快
復
、
千
時
経
済
へ
の
生
産
加
設
の
再
持
換
、
並
び
に
間
後
の
返
れ
だ
諸
図
に
於
け
る
生
内
地
設
及
び
資
源
の
開
後
促
進
を
合
む
。
ハ
ロ
)
私
的
投
資
家
に
よ
り
魚
さ
れ
た
貸
付
そ
の
他
の
投
資
に
封
し
保
詮
又
は
参
加
を
銭
す
と
と
に
よ
り
、
私
的
図
際
投
資
を
助
長
す
る。
(
ハ
〉
加
問
凶
の
生
産
資
源
開
裂
の
魚
の
図
際
投
資
を
奨
励
す
る
と
と
に
よ
り
、
図
際
貿
易
の
民
範
旦
均
衡
せ
る
設
展
並
び
に
図
際
牧
支
の
均
術
紘
持
を
促
進
し
、
以
て
加
盟
問
領
域
内
の
生
産
力
、
生
活
水
準
、
及
び
労
働
係
件
の
向
・
ょ
に
資
す
る
。
先
づ
こ
の
銀
行
の
目
的
と
す
る
所
要
す
る
に
こ
の
銀
行
の
機
組
は
、
時
間
に
上
っ
て
荒
成
し
た
諸
園
の
経
済
的
復
刊
と
後
進
図
の
開
殻
識
は
展
を
助
長
し
、
更
に
図
際
貿
易
の
護
法
と
間
際
牧
支
の
均
衡
を
日
伐
と
し
て
、
戦
後
の
悶
際
投
資
の
機
関
た
ら
し
め
ん
と
す
る
と
と
ろ
に
あ
る
。
閥
際
復
興
開
設
銀
行
に
九
日
初
加
山
し
う
る
資
格
を
も
つ
も
の
ば
、
‘
一
九
間
五
年
十
二
月
コ
二
日
ま
で
に
図
際
通
貨
基
金
へ
の
加
盟
を
承
認
し
た
図
で
あ
る
〈
第
二
保
}
明
)
。
と
の
銀
行
の
公
裕
資
本
金
は
一
九
間
四
年
七
バ
一
日
現
在
の
草
堂
及
び
純
分
の
米
弗
に
よ
る
一
0
0億
弗
で
あ
る
o
A
M
初
加
山
間
の
応
円
以
初
は
協
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
。
只
こ
の
銀
行
の
惚
不
は
、
悶
際
活
貨
基
金
の
場
合
の
割
台
額
と
そ
の
意
味
を
具
に
す
る
鮎
を
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
基
金
の
場
合
資
金
の
利
川
限
皮
は
訓
山
一
徹
に
応
じ
て
制
限
を
受
け
た
く
で
は
た
ら
ぬ
が
、
銀
行
の
場
合
に
於
い
て
は
郎
以
額
な
銀
行
か
ら
の
貸
付
、
保
詮
の
高
を
規
定
す
る
川
市
・
と
な
る
も
の
で
は
な
い
o
各
加
盟
図
の
膝
慕
額
は
穴
休
基
金
の
割
岱
額
に
準
宇
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
臨
募
額
は
給
日
川
政
広
を
こ
え
る
も
の
と
た
っ
た
。
こ
れ
は
戦
後
の
閤
際
投
資
閣
と
し
て
ア
メ
リ
カ
が
、
封
外
投
資
の
文
部
分
を
引
交
け
ざ
る
を
得
な
い
欣
態
で
あ
り
、
各
悶
の
ア
メ
リ
カ
資
本
へ
の
依
存
の
端
的
な
表
れ
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
加
盟
問
の
庭
菜
額
は
合
計
九
一
億
弗
で
あ
り
、
残
係
は
前
後
の
加
山
岡
の
応
英
分
と
し
て
残
さ
れ
て
ゐ
る
。
加
盟
閣
の
応
募
額
は
、
そ
ω
こ
O
パ
ー
セ
ン
ト
を
銀
行
業
務
運
営
に
必
要
な
資
金
と
し
て
抑
込
み
、
残
額
は
銀
行
の
貸
付
、
保
詮
の
結
果
・
と
し
て
生
巳
た
依
務
耕
一
併
の
震
必
要
な
場
合
に
行
は
れ
る
(
第
二
傑
五
項
)
。
且
抑
込
の
中
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
は
金
又
は
米
弗
に
て
、
残
額
は
悦
該
凶
の
通
貨
を
以
て
な
さ
れ
る
(
第
二
保
七
項
〉
。
銀
行
は
加
盟
問
の
政
府
又
は
企
設
に
封
し
臆
首
都
資
本
準
備
金
、
利
徐
金
の
一
0
0
.ハ
1
セ
ン
ト
ま
で
貸
付
及
び
保
詮
を
行
び
得
る
ハ
第
三
保
三
項
〉
。
即
ち
自
己
資
金
か
ら
の
直
接
貸
付
及
び
引
受
、
保
詮
の
魚
の
機
関
と
た
る
。
更
に
私
的
資
本
市
場
で
自
ら
借
入
詮
匁
を
護
符
し
、
そ
の
資
金
に
よ
っ
て
加
盟
闘
の
借
千
に
直
接
貸
付
を
も
行
ひ
得
る
。
加
盟
図
の
借
手
は
政
府
、
自
治
休
乃
至
民
間
企
栄
の
何
れ
た
る
を
問
は
十
借
入
金
の
保
詮
を
銀
行
に
依
額
し
得
る
。
例
へ
ば
加
盟
国
政
府
は
そ
の
借
入
詮
雰
を
ア
メ
リ
カ
の
資
本
市
場
で
後
行
し
、
銀
行
に
と
の
保
設
を
依
秘
す
る
。
と
の
場
合
借
手
は
銀
行
に
利
子
の
外
に
一
乃
至
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
保
詮
料
を
文
抑
へ
ば
上
い
。
図
際
俊
民
間
後
銀
行
に
つ
い
て
は
、
封
外
投
資
の
資
金
が
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
資
本
に
侠
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
よ
り
、
失
の
よ
う
な
批
判
が
む
け
ら
れ
た
。
即
ち
同
際
投
資
の
機
構
と
し
て
、
図
際
復
興
間
後
銀
行
に
よ
ら
・
?
と
も
ア
メ
リ
カ
の
輪
出
入
銀
行
を
掠
夫
強
化
す
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
。
そ
う
す
る
と
と
に
よ
り
同
時
に
ア
メ
リ
カ
の
輪
出
に
於
い
て
有
利
な
保
件
を
決
定
し
得
る
。
、
且
叉
政
府
機
関
に
・
よ
ら
な
ザ
レ
ト
シ
・
ウ
ッ
グ
の
図
際
活
貨
鶴
橋
七
九
経
管
と
留
跨
八
O 
い
ま
で
も
有
力
な
る
民
間
銀
行
に
よ
っ
て
も
と
の
役
割
を
来
し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
一
五
う
の
で
あ
る
。
と
れ
に
つ
い
て
は
図
際
復
興
関
褒
銀
行
の
如
き
機
闘
に
よ
っ
て
始
め
て
、
民
間
の
貸
子
に
よ
っ
て
は
到
底
期
待
出
来
な
い
借
子
園
政
府
の
協
力
と
保
設
と
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
と
と
、
及
び
民
間
銀
行
に
よ
る
貸
付
乃
至
保
沿
が
九
日
・
一
以
的
利
ハ
位
に
左
お
さ
れ
易
い
に
反
し
て
、
か
t
A
る
機
闘
に
よ
る
運
皆
は
営
該
図
の
繁
汗
は
Fa
楽
の
立
場
か
ら
、
世
界
経
済
の
復
処
と
問
孜
と
に
つ
い
て
北
辺
住
を
も
た
せ
ね
る
と
と
を
考
慮
し
た
く
て
は
な
ら
な
い
。
図
際
投
資
に
於
い
て
は
投
資
家
が
、
依
務
図
の
山
川
務
不
反
行
に
よ
っ
て
交
っ
た
幻
一
火
大
戦
後
の
苦
い
経
験
か
ら
し
て
も
、
何
よ
り
も
先
づ
投
資
の
安
全
性
が
、
保
障
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
と
の
川
に
つ
い
て
は
問
問
復
刊
川
海
銀
行
の
機
椛
に
於
い
て
は
投
資
は
先
づ
、
そ
の
企
業
の
所
有
資
産
が
、
返
・
詮
6
済
を
裏
付
け
る
物
件
と
な
り
‘
つ
い
で
山
政
川
ω
政
府
又
は
銀
行
ω似
訟
を
も
ち
、
史
に
復
興
開
溌
銀
行
の
特
別
準
備
金
及
、
び
同
銀
行
の
保
詮
に
よ
っ
て
極
め
て
お
い
安
全
性
が
肌
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
ア
メ
リ
カ
の
み
で
以
て
よ
C
川
市
し
得
る
と
と
ろ
で
は
な
い
。
園
際
協
力
に
基
く
悶
際
的
ぬ
聞
の
制
皮
ω上
に
始
め
て
可
能
と
な
る
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
資
本
の
優
位
制
と
安
全
性
と
が
保
障
さ
れ
て
ゐ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
i
、
詮
5
m
m
m
仁
三
郎
氏
世
以
泊
釘
の
将
来
ハ
五
八
l
六
O
瓦〉
詑
6
特
別
出
・
制
金
は
保
設
手
数
料
の
積
立
て
ら
れ
た
も
の
で
抗
務
不
履
行
の
場
合
に
於
い
て
銀
行
の
支
排
す
る
財
源
と
な
る
ハ
第
四
際
六
項
、
七
項
〉
四
函
内
均
衡
@
園
際
均
衡
・
「
根
本
的
不
均
衡
」
図
際
活
貨
基
金
制
の
意
同
す
る
と
と
ろ
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
更
に
問
題
と
な
る
貼
を
若
干
と
り
あ
げ
て
と
の
制
度
に
封
す
る
説
明
を
補
充
し
よ
う
。
、
先
づ
悶
際
牧
文
の
不
均
衡
が
生
じ
た
場
合
に
於
い
て
、
こ
の
制
度
。
下
・
で
は
之
を
調
節
す
る
負
拾
は
専
ら
伏
椛
閣
が
負
拾
し
な
げ
れ
ば
な
1
1
ら
ぬ
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
結
局
に
於
い
て
ア
メ
リ
カ
の
背
負
ふ
久
拾
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
云
う
批
判
が
あ
る
が
、
と
れ
は
ヂ
メ
リ
カ
側
か
ら
凡
た
立
坊
を
代
溺
す
る
も
の
と
一
式
へ
ょ
う
。
か
つ
之
の
金
本
位
制
の
下
で
は
図
際
牧
支
の
不
均
衡
は
一
試
は
い
A
債
務
図
の
負
捨
で
調
整
さ
れ
る
の
が
例
で
あ
っ
た
。
即
ち
図
際
収
支
の
主
で
支
劫
超
池
図
で
は
、
金
の
封
外
流
出
、
図
内
通
貨
信
用
の
結
少
、
産
業
活
動
及
び
雇
傭
宣
の
減
退
、
・
従
っ
て
岡
氏
所
得
の
低
下
、
外
園
商
品
に
到
す
る
m一
山
裂
の
減
少
即
ち
総
入
減
少
を
惹
起
し
、
と
の
一
越
の
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
過
程
を
鴻
じ
て
骨
動
的
に
図
際
収
支
が
改
議
さ
れ
た
ひ
で
あ
っ
て
、
云
は
伸
、
同
内
均
仰
の
犠
牲
の
上
に
図
際
均
街
が
維
持
さ
札
る
仕
組
で
あ
っ
た
。
こ
と
に
金
本
位
制
の
同
以
料
的
の
上
に
も
つ
牧
民
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
.
図
際
活
貨
基
金
の
意
同
す
る
調
節
作
用
は
、
阪
に
ふ
れ
た
如
く
詳
し
く
兵
つ
で
ゐ
る
。
金
本
位
制
の
下
で
は
忽
替
相
場
。
川
た
は
主
要
な
目
様
で
あ
る
。
し
か
る
に
通
貨
基
金
の
下
で
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
何
れ
を
も
避
け
、
完
全
居
仰
の
泌
山
及
び
生
活
水
準
の
向
上
、
従
っ
て
経
済
的
安
定
を
は
か
ら
ん
と
す
る
と
と
る
に
あ
る
。
即
ち
そ
の
日
的
を
異
に
す
る
。
又
そ
の
図
際
収
支
の
不
均
仰
を
調
整
す
る
過
程
も
臭
る
。
金
本
位
の
下
で
は
伏
航
図
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
泊
陀
を
も
つ
わ
け
で
あ
る
が
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
沿
肢
の
均
衡
に
は
役
立
ち
得
た
と
す
る
も
長
期
的
に
は
世
界
安
定
の
政
一
礎
と
は
な
り
仰
げ
な
い
で
あ
ら
う
。
そ
と
や
』
受
取
超
過
図
で
は
資
金
主
不
足
ナ
る
図
に
供
給
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
白
図
の
総
出
を
維
持
し
乍
ら
、
沢
旧
作
・
市
場
の
全
休
的
な
山
川
町
山
柴
を
は
か
ら
う
と
す
る
の
が
泊
代
叫
ん
志
の
場
合
に
於
け
る
意
固
で
あ
る
。
も
と
も
と
金
本
位
制
の
快
陥
は
山
務
問
に
つ
い
て
特
に
苦
し
く
問
題
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
と
か
ら
1
的
出
問
よ
り
は
訟
し
ろ
債
務
図
に
問
題
の
中
心
を
移
す
の
を
泊
岱
と
す
る
で
あ
ら
う
。
そ
う
す
る
と
依
務
図
に
つ
い
て
は
事
前
は
苦
し
く
共
っ
て
く
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
金
本
位
げ
の
場
合
に
於
け
る
如
く
、
依
務
図
は
そ
の
図
際
収
支
の
不
均
衡
を
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
よ
っ
て
調
殺
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
は
園
際
貿
易
を
姿
紡
さ
せ
、
不
況
と
失
業
と
の
原
凶
と
な
る
。
通
貨
基
金
の
下
で
は
悶
際
貿
坊
の
油
市
の
取
引
の
結
果
生
歩
る
一
時
的
な
図
際
牧
支
の
不
均
仰
は
、
基
金
の
信
用
供
m〈
に
よ
っ
て
均
街
化
す
る
方
詮
を
諮
じ
て
ゐ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
得
替
相
坊
の
安
定
を
は
か
り
、
負
替
相
場
。
競
争
的
引
下
げ
を
避
け
よ
う
と
す
る
。
而
し
て
長
期
的
に
は
復
興
開
設
銀
行
の
俄
能
に
よ
っ
て
之
を
来
さ
ん
と
す
る
。
従
っ
て
加
盟
図
の
居
館
及
び
口
氏
所
仰
を
し
て
高
水
準
に
注
成
維
持
す
る
と
と
は
、
図
際
貿
易
の
均
術
的
後
民
を
泊
じ
て
資
現
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
伐
に
間
際
収
支
の
均
術
化
を
は
か
る
手
段
と
し
て
上
越
の
通
貨
基
金
の
川
市
さ
ん
と
す
る
役
割
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
史
に
そ
の
一
小
均
ωが
総
本
的
な
場
合
に
於
い
て
ほ
、
通
貨
基
金
は
秩
序
的
に
お
替
相
場
を
調
整
す
る
こ
と
を
認
め
τ
ゐ
る
.
0
又
戦
後
過
波
切
に
於
い
て
は
、
一
時
的
に
免
替
管
理
の
買
胞
が
許
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
0
.
之
に
よ
っ
て
総
入
を
最
も
必
要
と
す
る
商
品
に
限
定
す
る
方
法
が
、
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
不
況
と
に
よ
る
方
法
よ
り
も
賢
明
で
あ
ら
う
。
金
本
位
制
。
下
に
於
け
る
如
く
、
間
際
均
衡
の
匁
に
閣
内
均
衡
主
犠
牲
に
す
る
と
と
な
く
?
抗
出
凶
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
依
務
闘
の
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
'
主
、
避
け
ん
と
す
る
の
が
と
の
制
度
の
意
凶
ぜ
ん
と
す
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
プ
レ
ト
シ
・
ワ
ッ
グ
の
図
際
泊
貨
際
関
λ 
間
四
位
と
m
湾
九
交
に
図
際
通
貨
基
金
は
、
加
盟
問
に
況
し
て
一
日
一
決
定
し
た
千
仰
、
は
之
を
極
力
維
持
す
る
と
と
を
要
請
す
る
が
、
得
替
相
場
の
愛
更
を
全
然
認
め
ぬ
も
の
で
な
い
と
と
は
況
に
お
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
侍
替
相
場
の
縫
民
は
、
所
謂
根
本
的
な
不
均
衡
を
是
正
ナ
る
に
必
要
当凶
7
・
な
と
と
を
傑
件
と
し
て
ゐ
る
。
し
か
ら
ば
と
の
収
本
的
不
均
仰
を
如
何
に
併
す
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
。
と
の
貼
に
つ
い
て
は
所
詔
古
典
的
見
解
と
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
の
見
仰
と
に
分
れ
る
が
、
と
と
で
は
ハ
ン
セ
ン
の
所
訟
を
述
べ
る
。
ハ
l
パ
ラ
ー
は
根
本
的
不
均
衡
を
図
際
牧
支
の
現
賢
の
不
足
に
求
ゐ
て
ゐ
る
。
と
れ
は
古
川
的
以
仰
を
代
夫
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
乙
の
場
合
魚
替
相
場
の
不
均
衡
が
生
じ
て
も
図
際
牧
支
が
必
や
し
も
不
足
す
る
と
は
限
ら
な
い
。
例
へ
ば
一
九
二
一
丸
年
か
ら
一
九
三
O
年
に
一
わ
た
り
、
ポ
ン
ド
の
魚
替
相
場
は
週
中
へ
評
債
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
が
そ
の
同
限
牧
之
は
不
見
で
は
な
か
っ
た
0
・
史
に
又
一
九
二
二
年
か
ら
一
九
三
=
活
a
に
及
ぶ
各
図
の
千
促
切
下
は
、
ア
メ
リ
カ
の
間
際
収
支
の
上
で
一
小
川
心
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
で
な
か
っ
た
。
従
っ
て
又
と
の
逆
の
場
合
の
生
じ
う
る
と
と
ち
考
へ
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
ハ
ン
セ
ン
は
川
際
収
之
の
現
行
の
不
足
は
収
本
的
不
均
仰
の
存
否
の
基
準
と
な
る
も
の
で
は
な
い
と
説
く
。
魚
替
相
場
の
不
均
衡
は
、
間
以
収
支
の
上
に
於
け
る
よ
り
は
む
し
ろ
そ
の
同
の
吹
川
と
侃
絡
の
上
に
不
均
衡
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
通
貨
の
活
文
評
促
は
物
似
に
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
川
を
起
し
、
氏
川
と
似
怖
と
の
不
均
衡
を
惹
起
し
、
失
業
を
も
た
ら
す
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
一
時
的
危
景
気
波
動
に
よ
る
不
均
的
H
M
正
の
箆
に
、
そ
の
都
度
筋
持
制
勾
を
上
下
せ
し
む
る
と
と
は
無
益
で
あ
る
。
一
図
が
永
続
的
且
強
力
な
債
格
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
則
を
岡
外
か
ら
受
け
る
場
合
は
、
た
と
へ
一
時
的
に
凶
際
収
支
の
不
足
を
き
た
す
の
で
た
く
と
も
、
物
促
下
落
と
失
業
更
に
生
活
水
準
の
苦
し
い
低
下
を
も
た
ら
す
も
の
で
、
図
際
均
仰
が
紋
持
さ
れ
て
も
著
し
い
図
内
不
均
衡
が
存
血
す
る
な
ら
、
と
れ
を
根
本
的
不
均
仰
と
見
な
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
社
制
作
M
K
山
の
安
定
は
ア
メ
リ
カ
経
済
の
安
定
を
時
提
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
経
済
の
設
民
卒
と
各
加
盟
問
経
済
の
後
展
卒
が
呉
る
限
り
、
ア
メ
リ
カ
経
消
の
安
定
が
そ
の
ま
L
世
界
経
済
の
安
定
、
挽
一
一
一
目
す
れ
ば
個
々
の
加
盟
図
経
怖
の
安
定
を
約
束
す
る
も
の
と
は
云
ひ
難
い
で
あ
ら
う
。
と
の
矛
盾
を
調
整
す
る
魚
に
平
債
謎
一
史
の
規
定
が
立
義
を
も
つ
わ
け
で
、
園
内
均
衡
の
犠
牲
に
於
い
て
図
際
均
衡
を
維
持
せ
ト
ん
と
す
る
の
で
な
く
、
千
伎
の
謎
一
史
を
以
て
図
内
均
衡
の
上
に
図
際
均
衡
を
調
和
せ
し
め
ん
と
す
る
鍵
た
ら
し
め
ん
と
す
る
と
ヒ
ろ
に
通
貨
恭
金
ω新
し
い
行
き
方
が
あ
る
。
し
か
し
た
が
ら
叉
各
加
盟
問
が
屡
々
一
中
債
愛
更
の
規
定
を
利
川
す
る
な
ら
ぽ
ー
そ
れ
は
か
づ
て
の
魚
司
社
口
u
替
政
策
と
同
校
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
ひ
、
通
貨
基
金
の
意
闘
す
る
と
と
る
の
寅
現
を
困
払
た
ら
し
め
る
で
あ
ら
う
C
と
と
に
所
謂
根
本
的
一
市
均
仰
の
現
震
問
題
と
し
て
の
囚
燥
さ
が
あ
る
。
悶
際
牧
支
の
一
時
的
不
均
仰
と
根
本
的
不
均
衡
と
の
認
識
の
建
具
は
、
現
在
の
世
界
経
済
‘
を
悦
絡
不
均
仰
の
世
界
と
日
比
る
か
、
次
ひ
は
川
治
的
不
均
術
の
世
界
と
見
る
か
に
つ
な
が
っ
た
問
題
で
あ
る
。
前
者
は
古
典
汲
の
見
解
で
あ
詑
9
る
が
、
之
を
傍
治
的
不
均
仰
と
は
る
叫
ん
け
に
は
川
治
的
方
策
・
が
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
プ
レ
ト
ン
・
ウ
ず
ヅ
合
議
の
最
格
決
議
も
、
通
貨
金
融
的
指
泣
O
み
C
上
り
N
m川
口
u
u
の
玲
肢
と
均
仰
が
達
成
し
難
い
こ
と
を
認
め
、
悶
際
貿
易
関
係
の
改
善
策
を
議
ゃ
る
よ
う
に
勧
告
し
て
き
た
。
一
九
川
五
年
十
二
リ
ア
メ
リ
カ
が
む
づ
「
仕
界
貿
易
及
、
び
雇
怖
の
抗
阪
の
爪
ゅ
の
提
案
」
(P80ωω
二O
『
何
与
吉
田
町
g
え.巧
2
5
、H
，
g
含
き
向
日
開
g
z
a
B
g同
)
主
党
公
し
、
「
川
門
限
貿
易
機
関
」
(
同
・
、
吋
・
0
・
)
の
役
立
を
は
か
つ
τプ
レ
ト
ン
'
ウ
ヴ
ヅ
機
構
と
共
に
恒
久
的
機
関
と
ぜ
ん
と
し
た
の
も
そ
の
岱
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
長
明
且
根
本
的
不
均
mD改
善
の
免
に
魚
替
相
場
の
秩
序
的
調
整
と
別
仰
に
、
農
'
詮
叩
業
開
議
そ
の
他
山
本
的
が
尚
北
の
俊
民
を
は
か
り
、
ひ
い
て
産
業
権
治
の
鑓
革
を
以
て
除
問
入
の
貨
と
量
と
の
縫
史
を
は
か
り
、
更
に
魚
替
'
H
h
'
h
，，
 •. 
管
理
及
び
図
際
投
資
の
如
き
万
策
が
引
分
以
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
0
・
一
矯
替
相
場
の
不
均
一
仰
は
、
悶
際
収
支
上
の
不
均
何
よ
り
も
む
し
ろ
そ
の
図
の
究
用
と
促
怖
と
の
不
均
衡
を
惹
起
す
る
も
の
で
あ
る
と
と
は
詮
ロ
、
‘
，
前
述
し
た
が
、
ハ
ン
セ
ン
は
児
に
均
術
作
凶
作
机
勺
の
設
定
の
基
準
と
し
て
、
費
用
出
治
千
仮
設
と
も
一
式
う
べ
き
理
論
を
述
べ
て
ゐ
る
。
と
と
に
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
の
魚
替
迎
論
に
於
け
る
却
し
い
見
仰
が
う
か
ど
へ
る
の
で
あ
る
が
、
と
れ
は
免
替
相
場
は
そ
の
図
の
一
費
用
構
造
色
引
上
げ
も
引
下
げ
も
し
な
い
貼
で
決
定
さ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
一
一
目
す
れ
ば
閣
内
投
資
の
不
足
の
結
果
と
し
て
も
債
格
デ
フ
レ
の
作
用
が
起
り
、
完
全
肥
仰
の
資
現
を
さ
ま
た
げ
ら
れ
る
と
と
よ
り
し
て
企
業
家
の
利
潤
が
完
全
雇
傭
を
達
成
す
る
に
足
る
程
度
の
投
資
に
於
い
て
保
詮
さ
れ
る
程
の
沈
川
博
治
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
之
に
よ
っ
て
各
闘
は
そ
の
資
源
分
布
に
基
づ
い
て
他
図
よ
り
も
有
利
な
資
源
の
輸
出
を
は
"
か
り
、
人
件
均
的
な
除
川
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
の
で
あ
る
。
均
衡
得
替
相
場
の
決
定
に
つ
い
て
も
古
典
的
見
解
と
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
の
見
解
と
の
河
立
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
と
れ
ら
の
論
争
の
問
か
ら
ハ
ン
セ
ン
は
g
F
M
M
H
W
O
E
C
2
6
町
内
の
概
念
に
上
る
新
し
い
翁
替
別
論
の
部
入
を
試
み
た
の
で
あ
る
。
註
7
設
8
小
島
清
氏
図
際
経
済
論
第
七
草
参
照
鬼
頭
仁
三
郎
氏
問
際
経
済
と
通
貨
の
理
論
ハ
一
八
七
l
ご
八
九
頁
〉
プ
レ
ト
シ
・
ウ
ッ
グ
の
悶
際
活
貨
機
構
八一}
経
営
と
経
済
八
四
詮
9
小
島
氏
前
掲
書
ハ
一
八
七
l
一
八
九
瓦
ν
詮
m
痕
本
的
不
均
衡
の
笥
策
と
し
て
、
同
替
相
場
の
羽
誌
の
み
で
は
悶
維
で
、
自
替
管
理
た
是
認
す
る
の
が
ケ
イ
-
Y
ジ
ア
シ
の
立
場
で
あ
ら
う
。
通
貨
基
金
は
際
文
の
第
十
四
時
に
沼
波
別
に
於
け
る
規
定
私
立
け
ね
仔
制
限
た
認
め
て
ゐ
る
。
詮
口
特
に
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
海
外
投
資
で
あ
る
。
同
際
収
支
の
不
均
衡
問
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ
資
本
語
入
の
意
義
が
あ
る
。
詮
U
A
Y
セ
シ
前
掲
吉
〉
3
2虫
2
叩
U
〉
吋
h
o
g
s
M町
EArggZH
ロ
宮
山
口
口
P
H吉
宮
五
結
玄
U
z-
H
 
世
界
貨
幣
の
前
途
に
は
内
川
泌
診
の
凶
川
な
川
川
叫
が
上
こ
た
わ
っ
て
ゐ
る
。
吾
々
は
未
だ
通
貨
基
金
の
成
果
に
満
足
す
る
に
至
つ
τゐ
な
い
。
と
の
段
仰
の
巾
に
ソ
巡
の
4
7
加
を
比
て
ゐ
な
い
こ
と
、
一
五
は
ど
こ
つ
の
世
界
の
封
立
の
存
在
と
、
今
日
世
界
経
済
が
構
造
的
に
根
本
的
不
均
仰
の
問
題
に
ほ
附
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
と
の
制
皮
の
池
山
刊
の
成
否
を
決
す
る
問
題
で
あ
る
と
云
ひ
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
に
よ
っ
て
代
夫
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
針
外
援
助
叶
引
の
白
地
は
、
質
は
ζ
の
機
構
が
未
だ
充
分
に
満
足
す
べ
き
機
能
を
果
し
て
を
ら
ぬ
こ
と
を
示
す
も
の
と
一
五
ひ
得
ょ
う
。
が
と
も
か
く
と
の
版
仰
の
存
在
は
世
界
経
済
の
進
む
方
向
を
指
示
し
た
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
同
際
泊
代
恭
金
が
世
界
の
貨
幣
制
度
の
上
に
於
い
て
、
如
何
な
る
定
義
を
来
す
主
う
に
な
る
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
，
o
ア
ヌ
リ
カ
の
経
消
力
と
比
M
M
M
的
凱
…
窓
が
と
の
制
度
の
設
展
の
支
位
で
あ
る
限
り
、
世
界
経
済
の
安
定
と
復
興
と
が
ア
メ
リ
カ
の
態
度
に
か
L
る
と
一
区
は
ね
'
ば
な
ら
ぬ
O
L
.
没
後
に
吾
川
問
の
通
貨
基
金
へ
の
加
入
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ば
、
北
川
一
金
は
新
規
加
盟
に
つ
い
て
の
資
絡
依
件
に
つ
い
て
は
何
ら
規
定
し
な
い
。
百
際
上
の
千
続
き
と
し
て
、
加
盟
希
笠
の
申
請
が
あ
れ
ば
件
同
公
民
合
に
か
け
、
年
失
合
誌
に
上
っ
て
決
定
さ
れ
上
う
。
各
図
委
員
舎
に
が
、
け
る
史
決
出
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
が
約
そ
の
三
分
の
一
を
保
持
し
て
ゐ
る
こ
と
を
考
へ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
動
向
が
そ
の
結
果
を
左
右
す
る
・
も
の
と
巧
へ
て
よ
い
。
基
金
へ
の
参
加
は
講
和
傑
約
の
締
結
乃
至
凶
際
連
合
へ
の
加
入
を
前
川
阿
保
件
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
イ
タ
リ
ー
、
オ
l
ス
ト
リ
ヤ
は
そ
の
例
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
例
へ
ば
イ
タ
リ
ー
に
つ
い
τは
‘
ユ
ー
ゴ
l
の
強
硬
な
反
封
が
あ
っ
た
と
侍
へ
ち
れ
る
。
給
川
市
に
於
い
て
は
こ
れ
が
先
例
と
な
る
も
の
で
な
い
と
と
-A
し
て
加
盟
が
認
め
ら
れ
、
且
そ
の
割
蛍
額
は
一
億
八
千
高
弗
に
決
定
さ
れ
た
。
と
の
イ
タ
リ
ー
の
例
は
活
凶
の
加
入
を
詐
さ
れ
る
時
期
と
割
常
舗
に
つ
い
て
推
定
の
参
考
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
更
に
加
入
に
あ
た
っ
て
は
伐
材
竹
千
似
が
決
定
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
千
阿
川
が
決
定
し
な
い
と
手
間
以
上
抑
込
み
が
出
来
な
い
と
と
L
な
る
。
例
へ
ば
オ
1
ス
ト
リ
1
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
ギ
リ
シ
ャ
，
ポ
リ
グ
ィ
ヤ
・
ウ
ル
グ
ア
イ
の
諸
閣
に
於
い
て
は
金
及
び
白
図
通
貨
に
よ
る
梯
込
が
未
だ
行
は
れ
て
ゐ
な
い
。
間
内
松
山
の
.
不
安
定
か
ら
千
債
の
決
定
が
延
則
さ
れ
る
場
合
に
一
於
い
て
は
、
基
金
資
金
の
利
川
も
出
来
ぬ
と
と
h
な
り
、
加
入
は
名
目
的
な
も
の
に
泊
ぎ
な
く
な
る
。
吾
図
の
如
き
敗
戦
に
よ
る
特
殊
な
立
場
に
あ
る
図
の
筋
替
レ
1
ト
の
設
定
に
つ
い
/
て
は
、
多
く
の
問
題
の
あ
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
又
基
金
は
図
内
通
貨
制
度
に
到
し
て
い
川
ら
規
定
し
た
い
が
ι
基
金
が
か
つ
て
の
金
本
位
制
と
兵
る
要
采
を
も
っ
と
は
一
五
へ
、
金
本
位
的
機
併
の
一
一
回
を
も
つ
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
占
乙
ろ
か
ら
、
置
口
図
泊
貨
制
度
の
将
来
が
改
め
て
問
題
と
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
と
と
ろ
で
温
口
凶
が
図
際
通
貨
基
金
協
定
へ
加
入
を
汗
さ
れ
る
と
と
に
よ
っ
て
、
日
本
経
済
が
世
界
経
済
の
中
で
位
世
づ
け
ら
れ
、
日
本
終
消
の
再
建
が
促
進
さ
れ
る
と
共
比
世
界
経
消
へ
の
の
す
卵
、
が
期
作
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
プ
レ
ト
νι
ウ
ッ
グ
の
図
際
活
貨
機
構
八
五
